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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■排出係数の設定に先だって、先ず化学物質のライフサイクルステージを製造、調合、工業的使用又は家庭用・業務用使用、及び長期使用の４段階とし（挿入①）、次に調合以後の使用用途を
４９の用途分類と約２８０の詳細用途分類といたしました。
■排出係数は、各ステージの詳細用途分類ごとに大気と水域への排出を化学物質の蒸気圧と水溶解度別に設定いたしました（挿入②）。
■排出係数の具体的な設定手順は；
① EU-TGD A-tableを平成15年度施行法において監視化学物質に要求されていた情報と照らし合わせ、より少ない因子で排出係数が選定されるように簡易化している。即ち、EU-TGD A-tableの排出係数値を用いて全ての詳細用途に排出係数を設定するにあたり、EU-TGD A-tableでは１１に分類している化学物質に係る操作、管理に対応した排出の程度（ｍain category：MC）を、ここでは詳細用途ごとに１つ選定して（挿入③） 、EU-TGD A-tableの排出係数と化学物質の物理化学的性状区分（蒸気圧６区分、水溶解度５区分）を一義的に対応させた。
製造以外のライフサイクルステージの排出係数は、EU-TGD A-tableにおける排出係数値を土台としている。
②我が国の実態に近づけるためにPRTRデータ（突出したデータを削除した連続的なデータ群）の加重平均値を用いて「補正」した。なお、調合段階と工業的使用段階の排出係数については、直接的なPRTRデータ（以下、すべて加重平均値の意味）の得られなかった用途にもEU-TGD A-tableの値をそのまま用いるのではなく、用途における化学物質に係る操作、管理の類似性に基づいた「用途間及び用途内の排出係数の準用」及びPRTRデータに基づいた換算係数による「EU-TGD A-tableから排出係数への換算」という考え方を用いて排出係数を設定した。また、PRTRの排出量が０となっている場合には排出係数を０とせず、「下限値」を設定した。
PRTRデータは事業所からの排出に限ったものであるため、非点源からの排出係数である家庭用・業務用使用及び長期使用製品からの排出係数については、EU-TGD A-tableとOECD Emission Scenario Document（ESD）やEU REACHのガイダンスで用いられている排出係数を参考にして設定した。特に、長期使用製品からの排出係数については、事業所からの排出と違い、国ごとの管理の差が生じにくいと考え、海外のデータを採用した。
③さらに、 EUの排出係数からできる限りわが国の排出係数に補正するため、産業界等へ排出係数に関するヒアリング調査を実施し、その結果をEU-TGD A-table 及びPRTRデータ等から算出した排出係数と比較して反映させた。
最後に、産業界等のデータが得られていない場合には、国などの公的な資料や専門家の判断に基づいて補正を行った。なお、図中②から③における排出係数の補正作業に当たっては、排出量が過小評価にならないように配慮した。
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Technical Guidance Document on Risk Assessment Part Il

Table 1 Interpretation of main category (MC) for relevant stages of
the life-cycle

MC Life-cycle stage Interpretation

la Production Non-isolated intermediates (Industrial category 3 or 9 & Use category 33)

Ib Production Isolated intermediates stored on-site, or substances other than intermediates
produced in a continuous production process

Ib Formulation Dedicated equipment and (very) little cleaning operations

Ic Production Isolated intermediates stored off-site, or substances other than intermediates
produced in dedicated equipment

Ic Formulation Dedicated equipment and frequent cleaning operations

1 Formulation Inclusion into or onto a matrix

1 Processing » Non-dispersive use (industrial point sources), or processing of intermediates
in multi-purpose equipment

1] Production Multi-purpose equipment

1] Formulation Multi-purpose equipment

1] Processing » Non-dispersive use (industrial point sources), or processing of intermediates
in multi-purpose equipment

\Y Processing » Wide dispersive use (many small point sources or diffuse releases; normally

no emission reduction measures)

l 1) Processing refers to industrial /professional use
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■排出係数の設定に先だって、先ず化学物質のライフサイクルステージを製造、調合、工業的使用又は家庭用・業務用使用、及び長期使用の４段階とし（挿入①）、次に調合以後の使用用途を
４９の用途分類と約２８０の詳細用途分類といたしました。
■排出係数は、各ステージの詳細用途分類ごとに大気と水域への排出を化学物質の蒸気圧と水溶解度別に設定いたしました（挿入②）。
■排出係数の具体的な設定手順は；
① EU-TGD A-tableを平成15年度施行法において監視化学物質に要求されていた情報と照らし合わせ、より少ない因子で排出係数が選定されるように簡易化している。即ち、EU-TGD A-tableの排出係数値を用いて全ての詳細用途に排出係数を設定するにあたり、EU-TGD A-tableでは１１に分類している化学物質に係る操作、管理に対応した排出の程度（ｍain category：MC）を、ここでは詳細用途ごとに１つ選定して（挿入③） 、EU-TGD A-tableの排出係数と化学物質の物理化学的性状区分（蒸気圧６区分、水溶解度５区分）を一義的に対応させた。
製造以外のライフサイクルステージの排出係数は、EU-TGD A-tableにおける排出係数値を土台としている。
②我が国の実態に近づけるためにPRTRデータ（突出したデータを削除した連続的なデータ群）の加重平均値を用いて「補正」した。なお、調合段階と工業的使用段階の排出係数については、直接的なPRTRデータ（以下、すべて加重平均値の意味）の得られなかった用途にもEU-TGD A-tableの値をそのまま用いるのではなく、用途における化学物質に係る操作、管理の類似性に基づいた「用途間及び用途内の排出係数の準用」及びPRTRデータに基づいた換算係数による「EU-TGD A-tableから排出係数への換算」という考え方を用いて排出係数を設定した。また、PRTRの排出量が０となっている場合には排出係数を０とせず、「下限値」を設定した。
PRTRデータは事業所からの排出に限ったものであるため、非点源からの排出係数である家庭用・業務用使用及び長期使用製品からの排出係数については、EU-TGD A-tableとOECD Emission Scenario Document（ESD）やEU REACHのガイダンスで用いられている排出係数を参考にして設定した。特に、長期使用製品からの排出係数については、事業所からの排出と違い、国ごとの管理の差が生じにくいと考え、海外のデータを採用した。
③さらに、 EUの排出係数からできる限りわが国の排出係数に補正するため、産業界等へ排出係数に関するヒアリング調査を実施し、その結果をEU-TGD A-table 及びPRTRデータ等から算出した排出係数と比較して反映させた。
最後に、産業界等のデータが得られていない場合には、国などの公的な資料や専門家の判断に基づいて補正を行った。なお、図中②から③における排出係数の補正作業に当たっては、排出量が過小評価にならないように配慮した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質の「製造段階」は、用途との関係が薄いことから、製造された化学物質の物理化学的性状区分（蒸気圧、水溶解度）だけに対応した排出係数を設定した。
また、EU-TGD A-tableの値は用いず、PRTRデータ及び産業界へのヒヤリング調査結果に基づいてわが国の実態を反映した排出係数を設定した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質の「調合段階」については、調合された調剤の詳細用途と調合される化学物質の物理化学的性状区分（蒸気圧、水溶解度）に対応して排出係数を設定している。この排出係数の値については、原則としてEU-TGD A-tableの値を用いず、図表 III‑13に沿ってPRTRデータや産業界データ等の直接的データに基づいた補正と「下限値」、「準用」及び「換算」によってわが国の実態を反映した排出係数を設定した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質の「工業的使用段階」については、図表 III‑13に沿ってEU-TGD A-tableをベースにPRTRデータ等の直接的データに基づいた補正、「換算」及び「下限値」、さらに操作の類似性に基づく「準用」によってわが国の実態を反映した排出係数を設定した。
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OECD ESD, ECHA R.16 D F| A

Published OECD ESDs series:
BRECHA

* Series MNo. 1, Guidance Document on Emission Scenario Documents
ENV/AM/MONO(2000112 (2000)

* Series No. 2, Wood preservatives, (joint project with CECD Biocides Guid it &
Programme), uidance on inrtormation

Part 1, Part 2, Part 3, Part 4 (2000) requirements and chemical safety
Series No. 3, Plastic Additives (2004, revised 2009) assessment

Series No. 4, Water Treatment Chemicals (2004) ! f
Series No. 5, Photographic Industry (2004) Chapter R.16: Environmental Exposure

Series No. 6, Rubber Additives (2004) Estimation
Series No. 7, Textile Finishing (2004)

Series No. 8, Leather Processing (2004) ,_
Series No. 9, Photoresist Use in Semiconductor Manufacturing  (2004) il X e g J i ‘
Series No. 10, Lubricants and Lubricant Additives (2004) - [} ¥

Series No. 11, Automotive sprayv application (20 . i *
{5 PR ER B D B HA (R B SR R

% B F ¥ 8 B F ¥ @

Series No. 12, Metal finishing (2004) EI—E%Emﬂ = a)
Series No. 13, Antifoulants main document and = AR
(joint project with OECD Biocides Programme) 2
Series No. 14, Insecticides for Stables and Manure Storage Systems (2008) :
(joint project with OECD Biocides Programme)
Series No. 15, Kraft Pulp Mills (2008
Series No. 16, Non-Integrated Paper Mills (2005)
Series No. 17, Recovered Paper Mills (2008)
Series No. 18, Insecticides, acaricides and products to control other arthropods
for household and professional uses (2008)
(joint project with OECD Biocides Programme)
* Series No. 19, Complementing Guideline for Writing ESDs: The Life-Cycle Step
"service-life”
[MEW; July 2009]
* Series No. 20, Adhesive Formulation [NEW, April 2009] Guidanee for the implementation of REACH
* Series No. 21 Formulation of Radiation Curable Coatings, Inks and Adhesives
* Series No. 22 Coating Industry (Paints, Lacguers and Varnishes) [NEW; July

L]

L B B

Draft Version 2.0_z23.10.09

2009] . .
* Series No. 23 Pulp, Paper and Board Industry [NEW; July 2009] http://guidance.echa.europa.eu/guidance4_en.htm

* Series No. 24 Transport and Storage of Chemicals [NEW; July 2009]

http://www.oecd.org/document/46/0,3343,en_2649 34373 2412462 1 1 1 1,00.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「長期使用製品の使用段階」の排出係数は、EU-TGD A-tableに記載がないため、OECD Emission Scenario Document（ESD）の記載値と産業界（業界団体）の提供値に基づいて設定した。また、使用期間はOECD ESDにも記載が無く、REACHでも全用途に一律のデフォルト値１が設定されているだけであるので、基本的には業界団体の提供値、企業及び業界団体と地方公共団体等のウエブサイトに公表されている製品寿命又は使用年数（耐用年数）及び独立行政法人 国立環境研究所の「製品使用年数データベースLiVES」２の使用年数を比較検討して設定した。また必ずしも実際の使用期間とは言えないが「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」からの法定耐用年数も比較参考とした。
なお、用途分類「17 船底塗料塗料用防汚剤、漁網用防汚剤」における水域への排出係数は海域（内湾）への排出係数であり、用途分類「18 殺生物剤１」の排出係数と使用期間は無機系抗菌剤についての値である。
また、長期使用製品の使用段階において化学物質の排出が想定されるものの、現段階では数値を設定していない詳細用途（表Ⅲ-14及びAppendix2表中の＊印）については、長期使用製品の使用に係るリスク評価を行う段階で排出係数の検討を行う。さらに、現段階で設定されている排出係数及び使用期間を含めて、新たに情報が入手された場合には比較検討して採用する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここではイメージとして製造数量届出書というものの中で、ある会社さんが、製造量はＡ県で１０００ｔ作っていますと、出荷量と用途に関しましてはＢ県に用途Ａで３００ｔ、Ｃ県に用途Ｂで７００ｔ出荷していますと、こちらの物理化学的性情はリスク評価者が推計すると。これを排出ケースの一覧表に入れ込む訳ですね、そうするとまず、製造量と排出係数が乗じられて製造段階の大気と水気の排出量が出る、更に、Ｂ県の用途Ａというものに関しまして、眺望段階と工業的手法段階という排出係数が出てきます。Ｃ県の用途Ｂに関しましても同様に得られる、こうゆうような形で排出量は推計されるというように理解していただけたらいいかなと思います。
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